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P217a 地球型惑星検出のためのすばる赤外線ドップラー分光器 IRDの開発: 4
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1995年に太陽系外惑星が発見されて以来、候補も含めると 3000個近い系外惑星が発見されている。特にKepler
などのトランジット観測により、多数の地球質量の惑星が発見され、普遍的な存在であることが分かってきた。
しかしながら Keplerで発見された惑星は遠方にあるため追観測が難しい。従って系外惑星研究の次のマイルス
トーンの 1つは、近傍の恒星まわりの地球型惑星検出であろう。直接撮影はコントラストが高すぎるため技術的
に困難であり、当面は間接的手法で検出を目指すことになる。近年は特に、ドップラー法による近傍M型星まわ
りの地球型惑星探査が有望であると考えられているが、M型星は可視光では暗すぎるため、放射がピークとなる
近赤外線での観測が必要である。我々は、地球型惑星検出を目指した、すばる望遠鏡用高精度赤外線高分散分光
器（IRD)の開発を進めている。本講演では、装置設計を含めたプロジェクト全体の進捗と、光周波数コムによる
超高精度波長校正、ファイバーによる光伝送や高分散分光素子などのキーテクノロジーの開発状況を紹介する。


